
労災の防止 快適な職場 心身の健康

　東日本大震災の発災から１２年、本年１月政府の地震調
査委員会は、東海地震（南海トラフ地震）が、今後20年以
内に60％程度の確率で起こることを公表しました。各ご家
庭、事業場においても、東日本大震災を風化させる事無く、
災害に対する備えについて確認する機会としてください。

東海地震発生時の愛知県における被害想定

覚えておこう！
１．南海トラフ地震臨時情報とは？
　�　南海トラフ周辺で通常とは異なる現象が観測された場
合や、同地域で大きな地震（M6.8以上）発生が気象庁か
ら発表された際、テレビやラジオ、インターネットの他、
防災行政無線や広報車などで伝達されます。

２．臨時情報発表時の防災対応

ライフラインの復旧は長期間にわたると想定されている。
電気＝２０日（東日本大震災は２日）
上水＝１５０日（同８日）
ガス＝１５０日（同２７日）
道路＝３日、下水＝１５０日、鉄道＝５０日

TEL(052)684-0003 FAX(052)684-0303 連合愛知ホームページからも閲覧できます https://anzen0003.rengo-aichi.or.jp/
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非常持出品と備蓄品を区別して準備しておきましょう
　非常持出品
・避難用具・生活用品・衛生用具・救急用品・非常食品
・衣料品・貴重品・乳幼児、高齢者に必要なもの
　備蓄品
・食料（５～１０日分）・コンロ用ボンベ・マッチ
・水一人当たり１日３ｌ×７日分・ガスコンロ・常備薬
・ゴミ袋・サランラップ・紙コップ・ティッシュ
・携帯用トイレ・サランラップ・現金など

あれから１２年　東日本大震災を忘れない！あれから１２年　東日本大震災を忘れない！

出展：朝日新聞 DIGITAL



労災の防止 快適な職場 心身の健康

　「パワハラ防止法」が2020年に大企業を対象として先行施行され、2022年4月中小事業所
においても義務化され1年が経過しました。令和3年度、愛知労働局に寄せられた「いじめ・
嫌がらせ」の相談の割合は、5,277 件（対前年比83%増）の状況です。
　安心して職場で働くことは労働者の権利、それを守るのは労働組合の大事な目的です。

   2023年3月度　愛知県の死亡災害発生状況　＜3月8日現在速報値＞　

 4人　(0人)　　対前年同期10人（1人）　※（　）内は交通事故による死亡者の内数

■安全意識の向上に向けた労働組合の取り組み

　この原稿を作成している中、３月１３日から政府は屋外・屋内問わずマスクの着用は個人
の主体的な選択を尊重し、個人の判断を基本とすると発表しました。コロナ禍の３年間、着
用を義務付けられてきたマスクはすっかり私たちの中で習慣化しました。こうした習慣化が
最も重要なもの、それが安全衛生活動ではないでしょうか。一人ひとりがルールを十分に理
解し、行動することが各自の生命や健康を守ることに繋がると考えるからです。
　私たちの安全衛生の取り組みは、事業所、部・工場の安全衛生委員会へ積極的に参画を行い、
労使一体で安全意識の向上を図っておりますが、残念ながら業務上、通勤上の災害はゼロに
なっていないのが現状です。
　労働組合としては、重大災害の撲滅に向けた第一歩として、新たに独自の取り組みを行っ
ているところです。重大災害の発生要因の中には、安全第一を理解はしているものの、生産を優先したともとれる行動
がみられました。そこで、※職場委員が少人数（５人程度）で実施する組合員同士の意見交換の場である「わいわいトー
ク」を用いて、各職場で働く組合員の安全基本ルールの遵守状況や安全にかかわる知識の調査をしています。
　これまでも制度改定の際には「わいわいトーク」を実施し、組合員の声を会社との協議に生かしてきました。今回の
安全に関する取り組みは、直接・間接部門それぞれから組合員の生の声を吸い上げ、好事例や困り事・要望等を会社と
共有し、全社規模で安全意識の向上につなげる取り組みにしたいと考えています。
　組合員一人ひとりの安全と健康への意識啓蒙に向けて、引き続き取り組んでいきます。

※職場委員：各職場の組合員25人に1人の割合で選出

　　　　　　私たちの職場における取り組み事例　　　　　　私たちの職場における取り組み事例
　　第25回　　　　鈴木　理事（日本ガイシ労働組合副中央執行委員長）　　鈴木　理事（日本ガイシ労働組合副中央執行委員長）

2月

業種・規模 被災者 事故の型 災害状況

木造家屋
建築工事業
９名以下

４０代
作業員
１０年

挟まれ・巻き込まれ
掘削用機械

木造家屋建築工事現場において、作業員がドラグ・
ショベルを後退操作していたところ、後方で計測
作業をしていた被災者が当該ドラグ・ショベルに
轢かれたもの。

木造家屋
建築工事業
９名以下

調査中 墜落・転落
屋根上で室外機の交換作業中、作業者２名が天井
のガラス窓を踏み抜き墜落したもの。うち１名が
死亡。

＜連合愛知安全衛生センターからのお願い＞

職場における労働環境の再点検

労働組合の立場から、「事業主が講ずべ

き措置」が確実に実施されているか？

ご確認をお願いします。

パワーハラスメント防止措置　中小事業所の義務化後１年が経過

（愛知労働局）
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